
 
 

基本理念……大きく広がれ 福祉の輪 

みんなで支える 地域の輪 
 

                基本方針Ⅰ…自分たちのまちは、自分たちで守ろう、創ろう！ 

基本方針Ⅱ…暮らしを支えるサービスを充実させよう！ 

基本方針Ⅲ…福祉の充実のための仕組みを作ろう！ 

 

 

 

 

 

安城市地域福祉計画 実施計画(概要版) 

計画期間……平成１７年度～２０年度 

基本方針Ⅳ…みんなで支え合う地域を育てよう！ 



１ 地域福祉計画とは？…詳細は、地域福祉計画書をご覧ください。 

(1) 地域の様々な問題解決のための計画であり、住民が主役の計画です。 

(2) 地域の問題は、介護や子育てといった福祉に限定したものでなく、防災や防犯な

ども含めたものとしています。 

(3) 実現するためには、地域住民や事業者などと市や社会福祉協議会が各々役割を担

いながら、より良い地域づくりを行うことが必要です。 

(4) 住民代表による地域福祉会議を開催し、計画の作成にも関与してもらいました。 

(5) 計画に記載したものは、ガイドラインであり、地域の実情や組織の性格により取

り組み内容を決定してもらったのが、今回の実施計画です。 

(6) 実施に当たっては、地区社協や町内福祉委員会などとも連携を図ります。 

２ 実施計画づくりは？ 
(1) 概要版の全戸配布やホームページに掲載を行うほか、関係団体に計画づくりの依

頼もしてきました。 

(2) 今回１７６の団体が参加、全体で４８２件の地域福祉の実施への宣言をいただき

ました。 

(3) 市や社協でも計画に記載した項目全件に渡り確認をし、実施計画を策定しました。 

３ 地域福祉計画の推進は？ 
(1) 次のページから掲載したものは、あくまで代表例であり、各団体で実践していた

だくものは、各々の団体で自ら定めた取り組み目標です。 

(2) 期間満了の２０年度まで達成に努力いただくと共に、その状況は確認をし、公表

を予定しています。 

(3) 実施に当たっては、市や

社会福祉協議会も支援を

していきます。 

  

協働による地域福祉の推進 

地域住民 事 業 者 

行 政 
社会福祉協議会 

町内会・ 
民生児童委員・ 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなど

ＮＰＯ・ 
福祉事業者など 

市・学校など 



４ 地域住民や事業者などの役割への取組み その代表例 
地域住民においては、個人や家族単位による取組みのほか、町内会・ボランティア・

学校や福祉団体など組織的な取組みも必要です。 

そして、福祉事業者は、福祉サービスを担う部署として重要であり、また、企業や商

店なども社会の一員としての地域への貢献が非常に重要となってきました。 

こうした中、多くの取組み内容が寄せられました。以下に記載したものは、他の地域

でも参考としてください。 

町 内 会 …６０の町内会から１９４件の計画が寄せられました。 
① いろいろな機会に必ずあいさつを交わし、交流を深める活動を実践し、支えあい助け合える隣

人となれる地域づくりを推進します。 

② 地域の問題や重点課題を議論する場を持ち、積極的に参加し、住民意識の高揚に努めます。 

③ 地区社協と連携を図り、福祉活動の技術的な支援を受けながら活動の充実に努めます。 

④ 各組の長を、自動的に福祉委員に任命し、地域の人全体に福祉委員会を身近なものとして捉

えています。 

⑤ 「いつでも防災・いつでも福祉」として、町内会事業・公民館行事等 町内運動会や三世代グラ

ンドゴルフ大会など機会あるごとに、防災・福祉を考えて実践します。 

⑥ 夜間のパトロールを実施し、街灯の点検や子どもの夜遊び、駐車場の監視を行います。 

⑦ 児童の登下校時の見守り活動及び地域安全パトロールの実施をします。 

⑧ 町内回覧板に福祉情報を掲載し、福祉の輪が広がるよう啓発に努めます。 

⑨ にこにこサロンを月 1回開催し、年齢を問わずおしゃべり等を楽しみます。 

⑩ 家庭介護のためにハートフルセミナーの研修を行います。 

⑪ 年 1 回、年齢に関係なく希望者を募り、堀内公園やデンパークで遊ぼう会の開催します。本部

テントを設営、諸事に対応したり、家族単位で入場券や食事引換券などを配布します。 

学 校 …２８の小中学校から８１件の計画が寄せられました。 
① 障害者の理解として、安城養護学校との交流会を推進し、障害を持つ人への理解を深めるとと

もに、思いやりの心を育成します。 

② 開かれた施設運営として、学校ホームページの作成・更新をするとともに、学校行事等の連絡

ページの作成し、公開します。 

③ 地域に頼られる○中生として、半人前の大人として仲間入りし、町内会等のイベントのお手伝い

をします。 

④ 地域に若い風を送り、地域の活性化に役立てるとともに、中学生自身の自己存在感を高めま

す。 

⑤ 歴史発見親子ウォークラリーを通して、家族や郷土を愛する心情を育てます。 

⑥ 半場川のクリーン活動や川に親しむ活動を地域住民と共に推進し、地域の環境美化への関心

を高め、進んで働きかける態度を育てます。 



福 祉 関 係 団 体 …３２の団体から７２件の計画が寄せられました。 

① 保護司会から……薬物乱用や暴走族等、非行防止の活動に努めます。 

② 更生保護女性会から……地域における子育て支援として、非行や犯罪、いじめの多発などに

対処するため、学校の取組に協力し、地域の子どもを守り育てる支援活動を進めます。 

③ 身障協会から……要援護者は、災害発生に備えるとともに、支援者にどうしてほしいのかを伝え

ます。 

④ ボランティア連絡協議会から……ボランティアとして社会参加をし、仲間意識を高めます。また、

ホームページづくりによるボランティア活動の紹介や情報提供の支援をします。 

⑤ 民生委員から……災害時要援護者支援台帳や福祉票を整備し、自主防災組織などと協力し、

支援に努めます。 

事 業 者 な ど …５６の事業者などから１３５件の計画が寄せられました。 

① 要援護者の情報収集と支援等の向上を図るため、地域との連携を強化します。 

② サービス利用者の安否や援助方法について、地域との連携を図ります。 

③ 提供している福祉サービスの内容や費用負担の情報を開示するなど、その提供に努めます。 

④ サービス利用者に重要事項説明書を提示するなど、利用者に十分な説明をします。 

⑤ 利用者や当事者組織からの意見を聞き取り、今後の事業展開の参考とします。 

⑥ 利用者から具体的な意見、提案や窮状がある場合は、よく調査をし、改善すべきものは速やか

に行うとともに、できる限り早く回答するなどの対処をします。 

⑦ 利用者の利益と基本的人権を尊重します。 

⑧ 医療機関、福祉関係サービス事業者は、適切な福祉サービスの提供を図るために必要な情報

を利用者に説明します。 

⑨ 利用者の同意のもと、個人情報の保護に留意しつつ、情報交換などの連携を図ります。 

⑩ 従業員がボランティア活動に積極的に取り組めるよう支援します。 

 
 
  
 
 

 

 

 

 

東栄・今本町防犯パトロール隊            安城サンクスフェス車椅子体験 



５ 地域住民などの役割に対する支援 その代表例 
地域福祉計画では、住民が主役であり、多くの役割を担っています。しかし、地域の

団体や住民の方だけでは、実現の難しいものもあります。 

このため、市や社会福祉協議会では、先進的な事例などの情報提供や啓発を始めとする支

援を行っていきます。以下、その代表的な事例を掲載しました。 

地域住民の役割に対する市や社協による支援 
① 各町内会における公民館活動の事例発表会を開催するとともに、町内会から相談があれば、

他町内会の事例などを調査し、紹介します。 

② 地域安全パトロール隊の結成を促がし、パトロール用品を提供し、活動を支援します。 

③ 広報やホームページなどを通じ、障害者理解を進めるための啓発を行います。 

④ 団塊の世代向けの講座を行い、ボランティア活動などへの提案と情報提供をします。 

⑤ 老人クラブ会員による地域防犯パトロール活動を支援し、今後、児童の「登下校の見守り」など

も取り入れていきます。 

⑥ (土に親しむ活動拠点の)対象となる休耕地を把握し、農協とともに望ましいレジャー農園の内

容・方法を調査・研究します。 

⑦ 地域の歴史を掘り起こし、普及を図るため、文化財関係ボランティアを育成します。 

 
事業者などの役割に対する市や社協による支援 
① (企業が持つ、人的、物的資源の救援活動への提供について) 企業との防災協定の締結を進

めていきます。 

② 事業所への連絡会議などを通じ、地域福祉計画の事項を PR するとともに、開かれた事業運営

を推進します。 

③ (バリアフリーへの取り組みについて)啓発活動を実施するとともに、人まち計画を推進、民間に

おける取り組みを支援します。 

④ (障害のある人の積極的雇用について)ハローワーク、商工会議所等と連携し、企業への啓発を

行います。 

 
 



６ 市や社会福祉協議会の役割への取組み その代表例 
地域福祉計画において、市や社協の果たす役割は決して少なくはありません。 
そして、その一つひとつに対して、何を行えばよいかを考え、実行に移すこととしてい

ます。 
これらの中には、従来行ってきたこともありますが、更なる前進を目指し、取り組むも

のも含まれています。以下、特に重要となるものについて掲げました。 
 

市 の 役 割 
① 広報紙に町内会への加入促進記事を掲載するとともに、市民課において転入者に加入啓発チ

ラシを配布します。 

② 市民が積極的に資源回収・清掃活動に参加できるよう PR に努め、地域のことは地域で考え実

行する風土づくりとやりがい・いきがいのある活動となるよう支援します。 

③ 障害者やボランティアなどと意見交換を行い、モデル避難援助マニュアルを作成し、提供して

いきます。 

④ 児童や保護者等を対象とした連れ去り防止教室や犯罪被害防止教室を開催します。 

⑤ (相談機能の充実のため、)在宅介護支援センターの活動内容をホームページや広報紙によりＰ

Ｒします。また、在宅介護支援センターを今後増設します。 

⑥ 各学校での授業・課外活動・学校行事等において、社会人活用事業を積極的に活用するととも

に、地域の協力を得て、職場体験学習を全中学校で実施します。 

⑦ あんくるバスの更新時に随時低床バスに変更します。 

⑧ 地域の活動についての情報収集を行ない、広報・ホームページや報道機関等に積極的に啓

発・PR します。 

社 会 福 祉 協 議 会 の 役 割 
① 福祉委員会と自主防災組織が連携し、災害時の支援と日ごろの助け合いが結びついた活動が

展開できるよう勉強会や訓練の開催を支援します。 

② いざというときに住民同士で助け合えるように、福祉委員会での日ごろの見守り、ふれあい活動

を支援します。 

③ 市と社協で協定を締結し、一体的な災害ボランティアセンターの運営を行います。 

④ ボランティアの資質向上のため、スキルアップなどの講座を計画的に開催します。 

⑤ 当事者や親の会などの団体を支援するため、ボランティアとのコーディネートを行います。 

⑥ ボランティアの募集や講座、イベントの情報を、広報やホームページで紹介するとともに、関係

する活動グループへは直接情報を送ります。 
⑦ 団塊の世代を中心に、地域活動、ボランティア活動、スポーツ、就業など、定年後の活動を発

見するための場を作ります。 

⑧ 福祉教室に関心が持てるよう、体験メニューを増やし、プログラムの充実をします。 
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役割区分

大 中 小 今後の展望
具体的な施策

17年度当初 20年度末 開始時期

1 1 1
町内会の運営や行事のあり方について、より
多くの住民が参加できるように、必要に応じて
見直しを行います。

各町内会における公民館活動の事例発表会を
開催するとともに、町内会から相談があれば、
他町内会の事例などを調査し、紹介します。

実施 実施 継続

1 2 2
高齢者パワーを活用し、福祉委員会活動の
担い手として活動します。

団塊の世代など、将来の高齢者層で活動を模
索している人の、町内会や公民館など身近な
場所での相談を通して、地域での活動者を育
成します。

８地区 ８地区 継続

1 3 1
要援護者は、災害発生に備えるとともに、支
援者にどうして欲しいのかを伝えます。

関係者との話し合いを通じて、マニュアル作り
を行います。

未実施 実施 １８年度

1 5 1
地域安全パトロール隊を結成するとともに活
動を通し、防犯意識を高め合います。

地域安全パトロール隊の結成を促がし、パト
ロール用品を提供し、活動を支援します。

実施 実施 継続

2 4 1 サービス利用についての理解を深めます。
広報紙で福祉サービスの紹介をしたり、地域の
学習会等で情報提供します。

実施 実施 継続

2 6 1
当事者も含めた全ての住民は心のバリアを
除く意識づくりに努めます。

広報やホームページなどを通じ、障害者理解
を進めるための啓発を行います。

常時 常時 継続

3 1 2
人のために役立つことが、自らの喜び（役割
り）となることを実感し、福祉施設などの訪問
やボランティア活動に参加します。

講座やイベントなど、さまざまな機会を通して、
各種ボランティアグループの活動を体験できる
ようなプログラムをつくります。

未実施 実施 １８年度

3 2 2
住民は、民生・児童委員の要援護者に対する
支援などの活動を理解します。

ホームページや広報、チラシ等による民生・児
童委員活動の啓発を支援します。

実施 実施 継続

3 3 1
男性が気軽に参加しやすい雰囲気や環境作
りに努めます。

団塊の世代向けの講座を行い、ボランティア活
動などへの提案と情報提供をします。

未実施 実施 １８年度

3 3 1
高齢者パワーを活用して、地域での子育て支
援活動を推進します。

老人クラブ会員による地域防犯パトロール活
動を支援し、今後、児童の「登下校の見守り」
なども取り入れていきます。

実施 実施 継続

3 5 2
子ども会、ＰＴＡと老人クラブなど世代を超え
た交流を図ります。

世代間交流の行事の開催を各団体に働きかけ
ます。

実施 実施 継続

4 1 1
障害のある人への理解と手助けのために必
要な知識を、子どものころから身につけます。

障害児との交流を働きかけます。療育セン
ター、サルビア学園のほか、就園前児について
園開放等をします。

実施 実施 継続

4 2 1
休耕地等を利用した土に親しむ活動拠点作り
をします。

対象となる休耕地の把握をし、農協とともに望
ましいレジャー農園の内容・方法を調査・研究
します。

未実施 実施 １８年度

4 4 2
日本デンマークと言われた田園風景を愛し、
歴史をもっと知ります。

地域の歴史を掘り起こし、普及を図るため、文
化財関係ボランティアを育成します。

試行 定着化 １７年度

市や社協による　安城市地域福祉計画への取り組み（代表例）

地域住民の役割に対する  市や社協の支援

数値 又は 状況

　地域福祉計画では、住民が主役であり、多くの役割を担っています。しかし、地域の
団体や住民の方だけでは、実現の難しいものもあります。
　このため、住民や事業者主体の事業についても、市や社協が情報提供や啓発など
間接的な支援を行っていきます。
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役割区分

大 中 小 今後の展望
具体的な施策

17年度当初 20年度末 開始時期

1 1 1
賃貸借住宅の所有者や不動産仲介業者、あ
るいはケアハウスの経営者などは、町内組織
への加入を呼びかけます。

住宅建設時に町内会と相談するよう指導す
る。

実施 実施 継続

1 4 2
企業が持つ、人的、物的資源を救援活動に
提供します。

企業との防災協定の締結を進めていきます。 随時 随時 継続

2 3 1
福祉事業者は、利用者や当事者組織からの
意見を聞き取り、今後の事業展開の参考とし
ます。

事業所への連絡会議などを通じ、PRするととも
に、開かれた事業運営を推進します。

未実施 実施 １８年度

2 5 2
福祉事業者は、第三者評価を積極的に受け
入れます。

グループホームに続き、他の事業者も第三者
評価を実施します。

未実施 実施 １８年度

3 3 1
事業者は、町内会、ボランティア活動推進機
関、市民活動団体、シルバー人材センターな
どと連携し、情報を交換します。

市民活動情報サイトとトヨタ系企業グループの
「スマイルユーネット」を連携させて、企業等と
各団体との情報交流を図ります。

実施 実施 継続

4 1 2
福祉事業者は、施設の規模に関係なく、段差
の解消やトイレや駐車場などのバリアフリー
に取り組みます。

啓発活動を実施するとともに、人まち計画を推
進、民間における取り組みを支援します。

実施 実施 継続

4 3 2
企業は、障害のある人を積極的に雇用しま
す。

ハローワーク、商工会議所等と連携し、企業へ
の啓発を行います。

未実施
広報紙掲載
年1回

１８年度

事業者などの役割に対する  市や社協の支援
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役割区分

大 中 小 今後の展望
具体的な施策

17年度当初 20年度末 開始時期

1 1 1
町内会への加入を促す広報活動をしていきま
す。

広報紙に加入促進記事を掲載するとともに、市
民課において転入者に加入啓発チラシを配布
します。

広報
年1回

広報
年1回

継続

1 1 2
公共施設や道路の新設や改修時に段差の解
消などに努めます。

歩道の段差解消や側溝のグレーチングの見直
しなどを順次行っていきます。

実施 実施 継続

1 1 3
資源回収、清掃活動や防災訓練などの広報
活動を行い、市民に参加を促します。

市民が積極的に資源回収・清掃活動に参加で
きるようPRに努め、地域のことは地域で考え実
行する風土づくりとやりがい・いきがいのある
活動となるよう支援します。

一斉清掃
年2回

一斉清掃
年2回

継続

1 3 1
要援護者の該当者を抽出し、民生・児童委員
を通じて、本人の意向(支援の要否)を調査、
更新します。

毎年行う、一人暮らし高齢者登録調査に合わ
せて、本人の意向を調査し、更新します。

年1回以上 年1回以上 継続

1 4 2 避難援助マニュアルづくりを支援します。
防災室と協力し、障害者やボランティアなどと
意見交換を行い、モデル避難援助マニュアル
を作成し、提供していきます。

実施 実施 １８年度

1 4 2
災害時における正確な情報収集と伝達の仕
組みを築き、避難勧告や指示が確実に市民
に伝わる方法を検討します。

メールによる情報発信を整備していきます。
広報車を走らせたり、キャッチネットワークデ情
報を流したりします。

常時 常時 継続

1 5 1
　犯罪から身を守るための教室を開催しま
す。

児童や保護者等を対象とした連れ去り防止教
室や犯罪被害防止教室を開催します。

実施 実施 継続

2 1 2
24時間体制で行っている在宅介護支援セン
ターの機能を周知するとともに、相談機能を
充実します。

在宅介護支援センターの活動内容をホーム
ページや広報紙によりＰＲします。
平成１９年度には西中学校区、平成２０年度に
は明祥中学校区に在宅介護支援センターを設
置します。

実施 実施 継続

2 2 1
「広報あんじょう」やインターネットによる情報
提供を一層充実します。

読みやすい広報の紙面づくり、アクセシビリティ
を遵守したホームページづくり、ホームページ
の音声読み上げソフトの導入によるデジタルデ
バイト（情報格差）対策や、声の広報、テレホン
ガイド、携帯電話サイトの充実を行います。

常時 常時 継続

3 1 1

地域団体のほか、保健、医療、福祉の関係者
やＮＰＯ、ボランティア団体などと懇談会を開
催し、地域課題を共有し、ネットワークづくりを
図ります。

市政懇談会や障害者団体懇話会を開催しま
す。

年１回 年１回 継続

3 2 3

地域活動における事故への対処として、市が
市民を対象に加入している、ふれあい保険の
対象となる事故や保障内容などを周知しま
す。

ふれあい保険のＰＲを、社会福祉協議会の広
報誌に掲載するとともに、福祉関連施設の窓
口に、ふれあい保険の案内パンフレットを置き
ます。

未実施 年1回 １８年度

3 4 1
学校行事等で高齢者や障害のある人との交
流の機会をより多く設けるように努めます。

各学校での総合的な学習の時間、児童・生徒
会活動等により、交流活動を進めます。

２８校 ２９校 継続

市など(学校や行政全般)の役割
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役割区分

大 中 小 今後の展望
具体的な施策

17年度当初 20年度末 開始時期

3 5 1 地域と連携した学校教育を推進します。

各学校での授業・課外活動・学校行事等にお
いて、社会人活用事業を積極的に活用すると
ともに、地域の協力を得て、職場体験学習を全
中学校で実施します。

実施 実施 継続

4 1 2
市内の循環バスである「あんくるバス」を、低
床バスを増やすなど市民の足として利用しや
すいよう充実します。

更新時に随時低床バスに変更します。
低床バス
4路線

低床バス
全路線

継続

4 3 1
各地域で、疾病予防講習実施のための指導
者を育成します。（体力づくり、食生活改善）

身近な地域で健康づくり活動が実施できるよう
ボランティアを養成育成します。(ヘルスメイトや
健康づくりリーダー)

実施 実施 継続

4 4 2
ホームページの充実や広報活動をするなど、
地域の再発見についての啓発事業を行いま
す。

地域の活動についての情報収集を行ない、広
報・ホームページや報道機関等に積極的に啓
発・PRします。

常時 常時 継続
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役割区分

大 中 小 今後の展望
具体的な施策

17年度当初 20年度末 開始時期

1 1 1

障害者やひとり暮らし高齢者などの要援護者
に配慮した福祉委員会や地区社会福祉協議
会活動の先進事例紹介など情報提供に努め
ます。

地区社協の勉強会や地区社協だよりを通し
て、地域の特性の合った情報提供をします。

実施 実施 継続

1 1 3
近所づき合いが盛んな地域の実践例を題材
にするなど地域福祉の啓発に努めます。

地域の現状に合った実践例を地区社協だより
で提示します。

８４回 ８４回 継続

1 3 1
要援護者に対する災害時や日ごろの助け合
い活動を進めるための支援を行います。

福祉委員会と自主防災組織が連携し、災害時
の支援と日ごろの助け合いが結びついた活動
が展開できるよう勉強会や訓練の開催や開催
の支援します。

実施 実施 継続

1 4 1
平常時の福祉活動が、災害時の迅速な救援
活動に結びつくよう支援をします。

いざというときに住民同士で助け合えるように、
福祉委員会での日ごろの見守り、ふれあい活
動を支援します。

実施 実施 継続

1 4 2
災害ボランティアセンターの運営に参画する
とともに、障害のある人などに福祉的支援を
行います。

市と社協で協定を締結し、一体的な災害ボラン
ティアセンターの運営を行います。

未実施 実施 １８年度

2 2 2
機関紙「ハートン」「ふくしのまち安城」「はぁー
とふる」においてボランティア、ＮＰＯなど福祉
情報をわかりやすい言葉で伝えます。

説明は図やイラストを多用し、ルビをつけ、誰も
が理解しやすく関心の持てる紙面づくりをしま
す。

実施 実施 継続

2 4 2
ボランティアや地域の団体を育成するための
講座の開設や情報の提供をします。

ボランティアの資質向上のため、スキルアップ
などの講座を計画的に開催します。

実施 実施 継続

2 6 1
支援ボランティアの募集、育成、組織化を支
援します。

当事者や親の会などの団体を支援するため、
ボランティアとのコーディネートを行います。

実施 実施 継続

3 2 3 ボランティア活動に必要な情報を提供します。
ボランティアの募集や講座、イベントの情報を、
情報紙、ホームページで案内すると共に、関係
する活動グループへは直接情報を送ります。

延べ４１回 延べ５０回 継続

3 3 1
退職前に地域との関わりを作るために、地域
活動、ボランティア活動への参加の機会をつ
くり、情報提供に努めます。

団塊の世代を中心に、地域活動、ボランティア
活動、スポーツ、就業など、定年後の活動を発
見するための場をつくります。

未実施 完了 １８年度

3 4 1
夏休み福祉教室、青少年ボランティア体験学
習などの事業を充実し、より多くの児童生徒
の参加を促がします。

福祉教室に関心が持てるよう、体験メニューを
増やし、プログラムの充実をします。

実施 実施 継続

4 2 1
さまざまな体験学習の機会の提供を通したた
まり場づくりを推進します。

さまざまな体験ができるように、人材の発掘を
し、たまり場づくりがすすむように支援します。

実施 実施 継続

社会福祉協議会の役割
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